
２０２６（令和８）年度 

黒田庄中学校の教育   

●めざす学校像
・自身や他者の心情を尊重する学校

・対話し、協働する学校・新たな価値を創造する学校

●めざす生徒像
・自身の「こころ」を大切にする生徒

・多様な価値を尊重する生徒

・新たな価値を産み出し表現する生徒

●めざす教師像
・自身の「こころ」を大切にし、人間性を磨く教師

・社会や子どもの変容に対し、教育のプロフェッショナルとして、

教育手法をチームでアップデートする教師 

●めざす家庭像
・子どもの「こころ」を感受し、共に創造する家庭

・地域社会の一員として、子どもの育成に関わる家庭

西脇市立黒田庄中学校 
Nishiwaki Municipal Kurodasho Middle School 



「感じる つながる 創りだす」                 校長メッセージ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

生徒が自走する授業  対話のある主体的な学び 
 

 

 

 

 

「こころ」を見つめる♡ こころの健康教育プログラム（こころの危機管理） 

 

 

 

 

「探究活動「がスタート！！ 自分のやりたい「わくわく」を学びに！ 

 
●全学年縦割りグループ（ゼミ形式） 
●自分の興味関心のテーマに「探求の問い」を立て研究 

●外部講師による「表現」することの基礎講座を開設 

「コミュニケーション能力(※)」  
※文化庁採択： 学校における体験推進事業コミュニケーション能力向上 

（芸術家派遣による表現技法ワークショップ） 

 

 

 

どうしてなのでしょう。黒田庄中学校の生徒は性別や年齢（学年）の違いに柔軟に対処します。 

生徒たちが社会の形成者として始動する 20３0 年代は、「自分の考えを根拠を持って表現し、 

他者の多様な価値や考え方と対話しながら合意形成し、新たな価値を創りだす」ことが求められ

ています。 

もう既に、企業はこのような人材を求めており、大学では選抜方法においても知識の量ではな

く、「探究」する力を問う形式に大きく変化しています。  

教職員や保護者の世代は、学生時代にこれらを経験した者はいません。                               

知識や基礎的な技能を獲得することは AI に任せる時代となりました。 

これらが加速する中で、AI には真似のできない「感性」を育むのは、登校する、 

しないに関わらず、学校という「リアルな人間で創りあげる空間」に価値が見い 

だされるものであると考えています。 

生活のあらゆる事がらを「自分事」とし、自身のこころで 「感じ」たことが、 

多様な価値を持った他者や社会と 「つながり」、正解のない新たな価値「創りだす」 

ことのできる学校でありたいと思います。                                  衣川 正昭                                     
  

●自他のこころに向かい合い、科学的・俯瞰的にこころを見つめ、生涯に渡り 

健康なこころを得ることのできる学習や体験の機会を充実。 

●「ストレスとコーピング」・「アンガーマネジメント」 

●「ソーシャルサポート」講座（こころの危機への向き合い方） ●繋がる命の授業 

 

 

 

 

  

 

 

 

●タブレット端末を活用した個別最適な授業展開 （R５～R8 文部科学省研究指定） 

●基礎学力！AI（ドリルパーク）が最適な課題を判定！ 「ドリパタイム♪」 

●「家庭学習と授業をつなぐ」学習スタイル 

●生徒会活動、家庭・地域、小学校と連携した読書活動 

 

  

 

 

 

 

【授業でのプレゼン活動】 



運営・ルールは自分たちで！ 共通の感動体験！生徒主体の特別活動！ 

●体育祭「応援合戦」パフォーマンス 演技構成、練習は全て生徒の企画運営

●生徒会活動は「全学年縦割り」 多様な価値を融合し、新たな価値を創造

●「ルールメイキングの会」による学校自治

‐ Kurotyu School Life 365 ‐ 

【生徒総会での協議】       【読書活動読み聞かせ～小学校訪問】   【生徒祭～伝統の応援合戦】 

 【生徒祭（合唱コンクール）】   【ソフトボール部 全国大会出場】   【吹奏楽部 関西大会金賞受賞】 

2026(令和 8)年度 教職員
〇学校長 衣川正昭(音楽)   〇教頭 剱物伸祐(技術)   

【第１学年】 水田早織(英語)・前中裕太(理科)・津田周哉（体育）・笹倉忠介(美術)・関藤明以(国語) 

【第２学年】 柳川瀬千幸(国語)・横山雄基(社会)・福永千絵（英語）・丸山夏海（家庭） 

松本けい子（家庭）・藤井浩一(数学)  

【第３学年】 山本友之(数学)・孫工未央(音楽)・蓑茂雄大（技術）・神崎万愉子（体育） 

【 養 護 】 藤本麻莉  【学校事務】 恋田理絵 

〇ALT：メルビン 〇スクールカウンセラー：勝岡大貴 〇スクールソーシャルワーカー：谷垣典秀 

〇友愛支援員：調整中 〇学校教育活動支援員：津田考基 〇スクールサポート：藤原美幸  

〇校務 宮田陽子・渡辺一正 〇部活動支援員：高瀬義久（テニス）・奥 美咲（ソフトボール） 

  〒679-0302 兵庫県西脇市立黒田庄町黒田 136-1 
TEL:0795-28-2072  E-mail:kurodasho-jh@city.nishiwaki.ed.jp 

【校訓】  健やかでうるわしく  和やかでよく働く  自力で成し遂げる 

tel:0795-28-2072

